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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成27年2月5日(2015.2.5)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月11日(2014.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第２のクラスのネットワークデバイスのうちの第２のネットワークデバイスから発生し
たパケットを、第１のクラスのネットワークデバイスのうちの第１のネットワークデバイ
スにおいて検出することと、
　前記パケットが前記第１のクラスのネットワークデバイスに関連付けられたタグを含ん
でいないとき、前記第２のネットワークデバイスが、前記第１のネットワークデバイスの
少なくとも１つのネットワークインターフェースに隣接して通信可能に位置すると、前記
第１のネットワークデバイスにおいて判断することと、
　前記第１のクラスのネットワークデバイスに関連付けられたプロトコルメッセージを、
前記第１のネットワークデバイスから送信することと、前記プロトコルメッセージは前記
第２のネットワークデバイスが、前記第１のネットワークデバイスに隣接して通信可能に
位置することを示す、
　前記第１のネットワークデバイスから前記第２のネットワークデバイスに送信されたプ
ローブメッセージが第３のネットワークデバイスによって検出されるかどうかに少なくと
も部分的に基づいて、前記第２のクラスのネットワークデバイスのネットワークブリッジ
が、前記第１のネットワークデバイスに関連付けられた第１のネットワークセグメントと
、前記第１のクラスのネットワークデバイスのうちの前記第３のネットワークデバイスに
関連付けられた第２のネットワークセグメントとの間に通信可能に位置するかどうかを判
断することと、前記プローブメッセージは前記第１のクラスのネットワークデバイスに関
連付けられる、
を備える、方法。
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【請求項２】
　前記第１のネットワークデバイスから前記第２のネットワークデバイスに前記プローブ
メッセージを送信することと、
　前記第１のクラスのネットワークデバイスのうちの前記第３のネットワークデバイスに
よって、前記プローブメッセージが検出されたかどうかを判断することと、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プローブメッセージが前記第３のネットワークデバイスによって検出されなかった
と判断したことに応答して、前記ネットワークブリッジが、前記第１のネットワークセグ
メントと前記第２のネットワークセグメントとの間に通信可能に位置すると判断すること
と、
　前記プローブメッセージが前記第３のネットワークデバイスによって検出されたと判断
したことに応答して、前記第２のネットワークデバイスおよび前記第３のネットワークデ
バイスが、共通のネットワークセグメントに関連付けられていると判断することと、
をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記パケット内に前記タグを、前記第１のネットワークデバイスにおいて挿入すること
と、
　前記タグを含んでいる前記パケットを転送することと、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記プロトコルメッセージは、隣接デバイス識別メッセージ、ビーコンメッセージ、ま
たは周期的同期メッセージのうちの１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　第１のクラスのネットワークデバイスに関連付けられたタグを含んでいない、第２のク
ラスのネットワークデバイスのうちの第２のネットワークデバイスからのパケットを検出
することに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のクラスのネットワークデバイスのう
ちの第１のネットワークデバイスが、通信ネットワーク内の前記第２のネットワークデバ
イスに隣接して通信可能に位置すると、前記第１のネットワークデバイスにおいて判断す
ることと、
　前記第１のネットワークデバイスから前記第２のネットワークデバイスにプローブメッ
セージを送信することと、
　前記第１のクラスのネットワークデバイスのうちの第３のネットワークデバイスによっ
て、前記プローブメッセージが検出されたかどうかを判断することと、
　前記プローブメッセージが前記第３のネットワークデバイスによって検出されなかった
と判断したことに応答して、前記第１のネットワークデバイスに関連付けられた第１のネ
ットワークセグメントが、前記第２のクラスのネットワークデバイスのうちのネットワー
クブリッジデバイスを介して前記第３のネットワークデバイスに関連付けられた第２のネ
ットワークセグメントに通信可能に結合されていると判断することと、
を備える、方法。
【請求項７】
　前記第１のネットワークデバイスおよび前記第３のネットワークデバイスが、前記第１
のクラスのネットワークデバイスのうちのネットワークブリッジデバイスである、請求項
６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第３のネットワークデバイスによって、前記プローブメッセージが検出されたと判
断したことに応答して、前記第２のネットワークデバイスおよび前記第３のネットワーク
デバイスが、共通のネットワークセグメントに関連付けられていると判断すること
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
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　前記第１のネットワークデバイスが、前記第２のネットワークデバイスに隣接して通信
可能に位置すると判断することが、
　前記第２のネットワークデバイスから前記パケットを、前記第１のネットワークデバイ
スのネットワークインターフェースにおいて受信することと、
　前記パケットが前記タグを含んでいるかどうかを判断するために、前記パケットを読み
取ることと、
を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法は、
　前記第１のネットワークデバイスが前記第２のネットワークデバイスに隣接して通信可
能に位置すると判断したことに応答して、
　前記パケットが、前記通信ネットワークの宛先デバイスに転送されるべきかどうかを判
断することと、
　前記パケットが、前記宛先デバイスに転送されるべきであると判断したことに応答して
、
　前記パケット内に、前記タグを挿入することと、
　前記宛先デバイスに、前記パケットを転送することと、
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のネットワークデバイスが、前記第２のネットワークデバイスに隣接して通信
可能に位置することの表示を、少なくとも前記第３のネットワークデバイスに提供するこ
とをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第３のネットワークデバイスの前記ネットワークインターフェースが、前記第２の
ネットワークデバイスに隣接して通信可能に位置することを示す、前記第３のネットワー
クデバイスからの通知メッセージを検出したことに応答して、前記第２のネットワークデ
バイスに隣接して通信可能に位置する前記第３のネットワークデバイスのネットワークイ
ンターフェースを識別することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のネットワークデバイスに前記プローブメッセージを送信することが、
　前記第２のネットワークデバイスをプローブする通信スケジュールを前記第３のネット
ワークデバイスと交渉することと、
　前記通信スケジュールに従って、前記第２のネットワークデバイスに前記プローブメッ
セージを送信することと、
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のネットワークデバイスから前記第２のネットワークデバイスに前記プローブ
メッセージを送信することが、
　前記パケットに関連付けられた送信元アドレスに少なくとも部分的に基づいて、前記第
２のネットワークデバイスに関連付けられた宛先アドレスを決定することと、
　前記第１のネットワークデバイスから前記宛先アドレスに前記プローブメッセージを送
信することと、
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２のネットワークデバイスに関連付けられた前記宛先アドレスが、前記第２のネ
ットワークデバイスに関連付けられたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）アドレスを備える
、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記プローブメッセージが前記第３のネットワークデバイスによって検出されたかどう
かを判断することが、
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　前記プローブメッセージが前記第３のネットワークデバイスよって検出されたかどうか
を判断するために前記第３のネットワークデバイスに問い合わせすることと、
　前記プローブメッセージが前記第３のネットワークデバイスによって検出されたかどう
かを示す、前記第３のネットワークデバイスからの応答メッセージを受信することと、
を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のネットワークデバイスおよび前記第３のネットワークデバイスがハイブリッ
ドデバイスであり、前記第２のネットワークデバイスがレガシー通信デバイスであり、前
記ネットワークブリッジデバイスがレガシーブリッジである、請求項６に記載の方法。
【請求項１８】
　第１のクラスのネットワークデバイスのうちの第１のネットワークデバイスであって、
前記第１のネットワークデバイスは、
　ネットワークインターフェースと、
　前記ネットワークインターフェースに結合されたデバイス検出ユニットと
を備え、前記デバイス検出ユニットが、
　前記第１のクラスのネットワークデバイスに関連付けられたタグを含んでいない、前記
第２のネットワークデバイスからのパケットを検出することに少なくとも部分的に基づい
て、前記第１のネットワークデバイスが、通信ネットワーク内の第２のクラスのネットワ
ークデバイスのうちの第２のネットワークデバイスに隣接して通信可能に位置すると判断
し、
　前記第１のネットワークデバイスから前記第２のネットワークデバイスにプローブメッ
セージを、前記ネットワークインターフェースを介して送信し、
　前記第１のクラスのネットワークデバイスのうちの第３のネットワークデバイスによっ
て前記プローブメッセージが検出されたかどうかを判断し、
　前記プローブメッセージが前記第３のネットワークデバイスによって検出されなかった
と、前記デバイス検出ユニットが判断したことに応答して、前記第１のネットワークデバ
イスに関連付けられた第１のネットワークセグメントが、前記第２のクラスのネットワー
クデバイスのうちのネットワークブリッジデバイスを介して前記第３のネットワークデバ
イスに関連付けられた第２のネットワークセグメントに通信可能に結合されていると判断
する
ように動作可能である、第１のネットワークデバイス。
【請求項１９】
　前記デバイス検出ユニットが、
　前記プローブメッセージが前記第３のネットワークデバイスによって検出されたと、前
記デバイス検出ユニットが判断したことに応答して、前記第２のネットワークデバイスお
よび前記第３のネットワークデバイスが、共通のネットワークセグメントに関連付けられ
ていると判断する
ようにさらに動作可能である、請求項１８に記載の第１のネットワークデバイス。
【請求項２０】
　前記第１のネットワークデバイスが前記第２のネットワークデバイスに隣接して通信可
能に位置すると前記デバイス検出ユニットが判断したことに応答して、前記デバイス検出
ユニットが、
　前記パケットが、前記通信ネットワークの宛先デバイスに転送されるべきかどうかを判
断し、
　前記パケットが前記宛先デバイスに転送されるべきであると、前記デバイス検出ユニッ
トが判断したことに応答して、
　前記パケット内に前記タグを挿入し、
　前記タグを備える前記パケットを、前記宛先デバイスに転送する
ようにさらに動作可能である、請求項１８に記載の第１のネットワークデバイス。
【請求項２１】
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　前記第２のネットワークデバイスに前記プローブメッセージを送信するように動作可能
な前記デバイス検出ユニットが、
　前記第２のネットワークデバイスをプローブする通信スケジュールを前記第３のネット
ワークデバイスと交渉し、
　前記通信スケジュールに従って、前記第２のネットワークデバイスに前記プローブメッ
セージを送信する
ように動作可能な前記デバイス検出ユニットをさらに備える、請求項１８に記載の第１の
ネットワークデバイス。
【請求項２２】
　前記第２のネットワークデバイスに前記プローブメッセージを送信するように動作可能
な前記デバイス検出ユニットが、
　前記パケットに関連付けられた送信元アドレスに少なくとも部分的に基づいて、前記第
２のネットワークデバイスに関連付けられた宛先アドレスを決定し、
　前記第１のネットワークデバイスから前記宛先アドレスに前記プローブメッセージを送
信する
ように動作可能な前記デバイス検出ユニットをさらに備える、請求項１８に記載の第１の
ネットワークデバイス。
【請求項２３】
　第１のクラスのネットワークデバイスのうちの第１のネットワークデバイスのプロセッ
サによって実行されると、前記第１のネットワークデバイスに、
　第２のクラスのネットワークデバイスのうちの第２のネットワークデバイスから発生し
たパケットを検出することと、前記パケットは前記第１のクラスのネットワークデバイス
に関連付けられたタグを含んでいない、
　前記パケットが前記タグを含んでいないことを検出したことに少なくとも部分的に基づ
いて、前記第２のネットワークデバイスが、前記第１のネットワークデバイスに隣接して
通信可能に位置すると判断することと、
　前記第１のネットワークデバイスから前記第２のネットワークデバイスにプローブメッ
セージを送信することと、
　前記第１のクラスのネットワークデバイスのうちの第３のネットワークデバイスによっ
て、前記プローブメッセージが検出されたかどうかを判断することと、
　前記プローブメッセージが前記第３のネットワークデバイスによって検出されなかった
と判断したことに応答して、前記第１のネットワークデバイスに関連付けられた第１のネ
ットワークセグメントが、前記第２のクラスのネットワークデバイスのうちのネットワー
クブリッジデバイスを介して前記第３のネットワークデバイスに関連付けられた第２のネ
ットワークセグメントに通信可能に結合されていると判断することと、
を行わせる、記憶された命令を有する、非一時的な機械可読媒体。
【請求項２４】
　前記命令が、前記第１のネットワークデバイスに、
　前記第３のネットワークデバイスによって、前記プローブメッセージが検出されたと判
断したことに応答して、前記第２のネットワークデバイスおよび前記第３のネットワーク
デバイスが、共通のネットワークセグメントに関連付けられていると判断すること
をさらに行わせる、請求項２３に記載の非一時的な機械可読媒体。
【請求項２５】
　前記命令が、前記第１のネットワークデバイスに、
　前記第１のネットワークデバイスが、前記第２のネットワークデバイスに隣接して通信
可能に位置することの表示を、少なくとも前記第３のネットワークデバイスに提供するこ
と
をさらに行わせる、請求項２３に記載の非一時的な機械可読媒体。
【請求項２６】
　前記第１のネットワークデバイスに、前記第１のネットワークデバイスから前記第２の
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ネットワークデバイスに前記プローブメッセージを送信させる前記命令が、前記第１のネ
ットワークデバイスに、
　前記パケットに関連付けられた送信元アドレスに少なくとも部分的に基づいて、前記第
２のネットワークデバイスに関連付けられた宛先アドレスを決定することと、
　前記第１のネットワークデバイスから前記宛先アドレスに前記プローブメッセージを送
信することと、
を行わせる命令を備える、請求項２３に記載の非一時的な機械可読媒体。
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